
たびとしょ
　Cafe

図書空間で
つなぐ＆楽しむ
研究交流

ゲストスピーカー ： 小関　みどり 氏 （一般社団法人大田観光協会）

 旅の図書館では、観光に関わる皆様の
交流を深めていただくことをねらいとして、
「たびとしょ Cafe」を開催しています。

お申し込みは当財団ホームページの申し込みフォームよりお願いいたします。

https://www.jtb.or.jp/library/tabicafe/cafe-26/

２０２２年３月１８日 （金） 18:00 ～ 20:00
※開始 10 分前に指定の Zoom ミーティングルームにお集まりください。

・ 当日までに Zoom のアプリをダウンロードしてください。
・ ２～３日前に、 事務局より Zoom ミーティングルームの URL をメールでお送りします。
・ 当日はその URL をクリックしてご参加ください。

観光研究者、 学生、 観光実務者 （観光行政に関わる方、 地域の観光関係者） など

３０名程度 （先着順）

日時

対象

定員

申込
方法

コロナ禍で改めて気がついた観光の意義
～“巻き込まれ力”が築いた信頼関係～

◆ゲストスピーカープロフィール◆

　2020年から突如始まったこのコロナ禍。観光業界全体はもちろんのこと、

地域の観光協会も大きな影響を受けています。

　今回は、東京都大田区で活動する大田観光協会の小関みどり氏をゲスト

スピーカーにお迎えします。大田観光協会でも、イベントの相次ぐ中止な

ど普段通りの活動が制限され、現場のスタッフはモチベーションの維持に

も苦労する日々が続いたといいます。そうした難しい状況の中でも前向き

な気持ちを持ち続け、新たな取り組みに挑戦し続けることを通して、観光

の持つ力に改めて気づかされたそうです。その試行錯誤の日々を支えたも

のは、町のみなさんと一緒に活動する中で築かれてきた信頼関係でした。

　小関さんのお話しを通して、コロナ禍を経て見つけた観光や地域の観光

協会の意義について考えます。

東京都大田区出身。旅行会社、国際交流、文化活動等の事務局、公立中学校教育支援員などを経て 2010 年（一社）大田観光協
会に入社。2022 年 4月で 13 年目を迎える。主な担当は、イベントの企画や新規事業の創出、ガイド養成講座など人材育成など
を担当。観光協会事業を通じて関わった人数は、大小併せて延べ 1万人以上。人が好き、まちが好き、おもしろいことが好き。
趣味は、駄菓子屋めぐりと昭和レトロさんぽ。

第26回

第４回

第６回
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主催 ・ 問い合わせ先︓公益財団法人日本交通公社　たびとしょ Cafe 事務局　担当︓門脇 ・ 五木田
　　　　　〒107-0062　東京都港区南青山 2-7-29　日本交通公社ビル

TEL:03-5770-8360 　 FAX:03-5770-8359　　E-mail: tabitosho@jtb.or.jp

参加
方法

参加費 無料

※タブレット、 スマホでのご参加も可能ですが、 データ通信量が大きくなります。 インターネット通信が良好な場所や
　 Wi-Fi 環境下での参加をお勧めします。
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